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 令和７年第１回帯広市公営企業経営審議会 議事録（概要） 

日 時 ：令和７年２月 25 日（火） 

10 時 00 分～11 時 40 分 

場 所 ：帯広市役所 10 階 第６会議室 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議事 

 

 

 

 

 

 

 

 

      委員 

 

     事務局 

 

 

 

 

 

 

      委員 

 

     事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 井上管理者より挨拶 

 

 委員 15 名のうち出席 11 名で過半数に達したため、審議会が成立している

旨報告。 

 

【報告事項】 

（１）令和７年度予算概要について 

 事務局より、資料１「令和７年度 水道・下水道事業会計の主要事業」及

び資料２「水道・下水道事業会計予算（案）概要」に沿って説明。 

 

＜質疑応答＞ 

 汚水管と雨水管の違いについて教えてください。 

  

 下水道管は３種類ございます。一つ目が雨だけを川に流して川に直接放流

する管で、これを雨水管と呼びます。二つ目が各家庭や工場から排出される

汚い水を流して下水処理場まで運ぶ汚水管です。下水処理場まで運ばれた汚

水は処理場できれいにしてから川へ放流します。三つ目が合流管と呼ばれる

もので、雨水と汚水を一つの管で下水処理場まで流し、きれいにしてから川

へ放流するものになります。 

  

 ３種類の管が入っているところもあるということでしょうか。 

 

 地区によって異なっておりまして、市内東側の中心市街地などの地区を合

流地区といい、合流管が入っております。ここで流れている水は帯広川下水

終末処理場で処理し、川へ流しております。また、市内の西側などの区域を

分流区域といい、雨水管と汚水管の二つが入っております。雨水管は直接川

へつながっており、汚水管は十勝川浄化センターという北海道が所管する下

水処理場につながっております。 
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      委員 

 

 

     事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合流地区で大雨の時など、道路に雨水が溜まっている状況を見るのですが、

逆流することはないのでしょうか。 

 

 処理場に流すほか、川に流れていく部分もございますので、基本的に逆流

することはありません。しかし、災害時に川の水位が上がった場合などは注

意が必要と考えます。 

 

 「（１）安全」の部分で、下水道管渠の長寿命化を進めているとのご説明

がありました。下水道管の耐用年数について、約 50 年と言われているかと思

いますが、長寿命化の工事を行うと、耐用年数はどの程度延びるのでしょう

か。また、耐用年数に達している下水道管はどのくらいあるのでしょうか。 

 

 委員のおっしゃるとおり、下水道管は耐用年数 50 年と言われております。

長寿命化ですが、古い管の中に新しい管を差し込み、古い管の内側を新しい

管によって更生する工法がございます。差し込んだ管は自立した強さと耐震

性を備えているため、耐用年数はさらに 50 年延びることになります。 

 また、帯広市の老朽管の状況ですが、帯広市の下水道管の総延長は 1,227km

であり、そのうち令和６年度末の見込みでは、直径 10cm ほどの細い口径の管

も含めて約189kmの下水道管が耐用年数の50年を経過している状況でござい

ます。 

 

 水道事業及び下水道事業の収支については、これから実施する基本料金免

除の実施の有無が影響しているという解釈でよいのでしょうか。また、基本

料金について、水道は口径で決まるけれども、下水道については基本使用料

は一定であるという認識でよいでしょうか。 

 

 基本料金の免除に関しては、給水収益は減るものの、その分を一般会計か

らの補助金等により補填するため、収支の面での影響はございません。また、

水道料金は口径で基本料金が変わりますが、下水道使用料の基本使用料は一

定であるというのはその通りでございます。 

 

【報告事項】 

（２）その他 

 事務局より、資料３「帯広市上下水道耐震化計画について」に沿って説明。 
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＜質疑応答＞ 

 上水道事業の中に「下水道処理区域内」と「下水道処理区域外」とありま

すが、この関係について教えてください。 

 

 公共下水道区域と特環下水道区域を下水道処理区域内といい、汚水管が入

っておりまして、汚水を下水処理場で処理ができる区域となります。また、

そのほかの区域を下水道処理区域外といい、浄化槽で個別に処理を行う区域

となります。 

 上水道区域の中にも、下水道処理区域内と下水道処理区域外が混在してい

るため、上水道区域をさらに下水道処理区域内と下水道処理区域外に分けて

いるものです。 

 

 事務局より、「下水道管の維持管理（道路陥没）」について説明。 

 

＜質疑応答＞ 

 対策の四つ目としてご説明いただいたマンホール内部の目視点検につい

て、３年ないし６年に１度の頻度で行っているとのことでしたが、頻度の差

は何によるものなのでしょうか。 

 

 ３年に１度の点検を行っておりますのは、主に中心市街地になります。そ

の区域は帯広市の下水道が始まって最初に整備されたところでございまし

て、はやりそういった古い地区についてはリスクが高いため、調査の頻度を

上げております。 

 その他のところを６年に１度の頻度で行っております。 

 

下水道管の耐用年数についてご説明いただきましたが、私も耐用年数はも

ちろん大事だと思います。一方で、例えば、埼玉県の事故のように管の口径

が大きなところは被害が甚大になりますし、管の入っている地盤も重要です。

国道、市道、私道と行政の管轄が分かれているところについて、管理を一体

的に行うことも必要だと思います。また、発酵したものが多く流れる管は腐

食が進みやすいという話を聞いたこともあります。そういった話をもっと市

民に周知した方がいいのではないかと思います。 

 

これまで日常管理をする中で、様々なデータも蓄積しております。今後は、

そういったデータを整理、活用し、市民の皆さまに分かりやすい説明ができ

るように努めたいと考えております。 
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４ 閉会 

 

事務局より、次回の帯広市公営企業経営経営審議会は７月に開催を予定し

ている旨報告。 

 

 


